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  The  felloEving hi'D kir}ds of  observat･ion  xsrere  done  in nat-ui'e  in Eise･n,i{v fei/'tirla,
                    l. Ciimbing  on  a  verticai  tntnk  of t]ve

  In the  )Hei'nlng  iollowing i'aim)t pight,  t･]ie rvorins  found  on  the vertiicfil trunk  ef  the

t]'ee, 1Iz･ulew･izies tome･n,tosa {Fig, ]), "'ere  cteeping  do"'nwftrd {Ilitt. 2}. 
'1'he

 AnimR]s  had

apl'ifl･vently clin'ibed  up  thu ]'a,in-wett,ed  bRrk iii the nighz.  [I]lie "'rite]' hfl,d c]}nnces  eo obsersre

this peculiar  be]iayior iour times  in 6 specimens  ns  fDIIows:
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  At  the time of  obscryation  the  maxlmum  height reached  b}' the werms  svas  abont5

]]]eters.  [I]his height cannot  be regarded  as  thc maxlmiin't  one  At･hainRl)Ie  by  them,  bee.[}use

the  animals  were  already on  the  way  down"rard.

 Tlie svriter  iound a]so  g  specimen  on  an  upright  board-fence in a  similfir wea･ther  c,)n-

dition.
                            2. Cireus moventent

  7"his "'as  ebserved  in the  moi'ning  of  }Iarah 13, 1932, follo",ing ra.ii]y  riight.  On  the
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thorou9〕1韮y　we もgr〔｝ulld ，　a　sp）eeilllel）　wag 　fouiid　creepillg 　alollg 　ft　splral （三〇urse 　by　a 　sort 　of

circus 　mov ｛丿ment ．　Judging 　froln　its　speed 　alld 　tl｝e 　whDle 　lengしh 　of 　the　traGk 　且lready

inlPILessect　on 　the 　greund ，
　the 　ani エnal 　niigh 七　haye　started 　this　peculiar　course 　a七　7h　o1尸 7h

30m　a ．ユ）1．　1七 wag 邑till　gohlg　on 　at　 gh　30m ，
　whel ／ もhe　 wr 量ter　had 　t〈） cease 　the　observation ．

　The 　track　began 　ab　A （Fig．3）and 　 l
’
a　11　through 　 jB　to　a 　The 　 worm 　is　 shown 　 a 七 JV．　The

direction　 of　the 　general 　disp】acennent 　was 　frQ】n 　north 　to　sot 逸tb ，　while 　t｝1
’
a も　of 　the　sl）ira1

コnove ］nent 　consist ｛｝nty ｝eft −handed ．　The 　dianユeters 　of　the　ci ｝
Lcles

　were 　mefisuredi 　1］．5cin　an （1

4．5em 　 in　 two 　 extre 】ne 　 cnses ．　The 　lengbh　of　the　worm 　 was 　 7．5cm ．

　 The 　 natUre 　 Or 　 the　 CaUse 　 Of もhiS　 mOVemel ・t　 WaS 　nO 』 Clear ，　 In 乳PPeara　nee 　k 　rege ）nlps もhe

behttvior　experim 〔mt 乙tUy 　indi】ced 　in　sonle 　】epid4 ）pterous 　larvae 〔H −4y ．ssHI ），

　　　　　　　　　　　　　　　　 緒 　 　 　　 言

　こ こ に 報 ぜん とす る シ マ ミ ミ ズ E 尠 〜1κ 力 8’1・1‘‘ （S、Ll’lc；NY ）の 異樣 なる行 動 2 題 ， 立 木 へ の

木登 り ｛t．ree −clin］blng〕と地 上 に 於 け る旋 回運動 （circus 　 move 〕nellt ｝との 觀察は ， 共 に 去 る

昭和 7 年 の 春 か ら初夏迄 の 闕に
， 名古屋市 内に 於け る筆者の 寓居の 敷地 内で 行 つ た もの で あ

る e 何れ も偶發的 に して 且 つ 甚だ しく異常 な こ と の 如 くで は あ るが ， 之 を趨性學的 見地 か ら

見れ ば興味深 い もの が あ る樣 に 思はれ ， 又 こ の 中の 1つ
tt

シ マ ミ ミ ズ の 木 登 り
”

に類似 の 現

象 に就 て は ，古 く故五 島清太離 博士 の 御 觀察 もあ る次 第なの で ，今故 博士記 念號刊行 の 機 に

際 し ， 取敢 へ す未完成 な る ままに 一先 づ觀察の 結 果の み を取 縄 め て 記蔵 し，御 逝去 の 滿 3 箇

月前 ， 御 懇篤な る御 手紙 を以 て こ の 拙 き觀察 の 公表 を御慫慂下 す つ た故博 士 の 英靈 に 捧げ ，

且 つ は大 方 の 御教示 を仰 ぐこ と と した 。

　　　　　　　 1．シ マ ミ ミ ズ の 木 登 リ

：‘“
’

筆者 の 観 察記録

　舞∫1 匡室」
一

昭禾「174F 〔1932〕3 月13 日

　　　前夜 の 雨 ，今朝 に 至 つ て 漸 く上 じ 日影 現 は る。 今春 初 め

　　て の 温か さに て 午前 9 時 の 氣温既 に 15° C。

　　　午 前 8 時 20分頃 ， 裏 庭 に あ る桐 の 大木 （第 1 斷 の 雨 に 濡

　　れ た幹 旧 逓 りの 直徑 35Cm ）の ，地 上 約 ユ．5m の 處 の 南側

　　 を．根本の 方 に 向つ て稍 活撥に 匍ぴ 下 りつ つ あ る シ マ ミ ミ

　　 ズ 1 些 あ る を發見 ， 撮影。 ミ ミ ズ の 體 長 は伸 長時約 10eni

　　 を
’Mljる 〔第 1 例 ）。

　第 2 回
一

同年 4 月16 日

　　　前 夜 よ り今曉迄降雨 あ り。午 前 7 時 に 於け る氣温 14° C。

　　午 誌 7時 ， 曩 の 桐 の 木 に 鮒 ひ 上れ る シ マ ミ ミ ズ 3 匹 を見 る 。

　　地」、よ りの 高 さは 前回 の もの よ b・B
’
iく， 夫 々 i．70m 際 2 例 ，

　　2．25m （第 3例 及び 4．70m （第 4 例 1 に 及ん で ゐ る。 而 し

て 鋼 例 は幹の 醐 期 例黼 髄 共 ・・匍 ひ
一
f　bつ つ あ 第

課廠轟証 露募禽警
b，獅 銚 嬲 （第 咽 睇 4 例皀ロち地 上 4・7°m の 上 方 奏醜諺覊1識緯 え
に あつ た もの は 幹の 西側 日蔭の 方 を尚 少 し く葡ひ 上 つ て ゐ　 ど 5m に 近 か つ た
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’
y ）で 槻 祭 し た 異樣 な る 行動 2 題 743

第 2 圃　桐の 木 の 幹を匍 ひ 下 る シ マ ミ ミ

　ズ （第 3 例）．（昭和 7 年 4 月 16日午 前

　 7 時撮影）

　た が何分高所な の で ，そ の 後 の 行方は 不 明。

第 3 回一一t−一一Pti年 5 月12 日，

　前夜よ りの 豪雨止 ます。

5：1n に遲V）。 しか し實際 に は遙か に 高所 まで ，．

か と考 へ られ る。
「

省ほその 當臨 夜間降雨 の あ つ た翌朝 に は 差支の ない 限 り注意 して
， 登 つ て ゐ る もの の 有

．

無 を見る こ と に して ゐ た が ， それ を發見 しな い 時 も多かつ た。叉其後，シ マ ミ ミ ズ の 棲息場

所 に なつ て ゐ た浙が取 り拂はれ ， こ の觀察は自然 中正す る の 止む な き に 至 つ た。

〔B 〕　ミ ミ ズ の 木登 りに 關 す る從來の 記録

　1） 甚だ偶然で あつ た が こ の 觀察を行つ た 年 ，

’
昭禾117年 の 秋10月 7 日，當時大阪朝 口新聞

め 夕刊 に蓮載 きれ て ゐ た川端康成氏 の
「
化粧 と 自笛」 なる 小説 ｛第ユ4回）を見る と ， 計 らす も

そ の 冐頭次の樣 な驚 くべ き文 句 で 書 き出 して あ る の た接 した 。

　　
“

父 ちや ん，桐 の 木 に ね，み み すが い つ ば ）・登 つ て ん の ．父ちや んお うちに ゐ て ね。，

　み み すつ て こ za　La の ？
”

　言葉は簡單で あ る が 實際の 觀察なし に は到底書き得ない もの で あ る と見 て
，．後同氏 に 照會

した と こ ろ ，
ミ ミ ズ の 種類 ， 觀察の 時刻 そ の 他正確な訓 意はない が ， 場所 ぱ谷中齋場 の 裏庭 ，

汚物 もある と こ ろ で あつ た こ と ， 多分梅雨時 の 雨 の 後であ り， ミ ミ ズ は皆で 數匹 ， 思つ た よ

り高かつ たか ら特に記憶 に 殘 つ た の だ らうとV ・ ふ こ と等 を御通 知 に あつ か つ た 。

「
　　

．
　

’

　 と にか くこ れは 筆者 の 觀察 と殆 ど完全 に 一致す る もの と して 大V ・ に興味が あ る。

　2） 之は東北帝國大學の 大石章氏か ら御教示 をい た N’・V・・た の で あ る が， S・rEPHENSON の

“
！01igochaeta

”

の 中．（P・610）に ，　 D’icho．qce，gter，　P8嚇脇 蜘 1等 ・ フ ト ミ 葺ぎ科 Megasedecidae に

屬 す る、奉ρが
／
；
．．
樹王殊 に葉腋等 に 棲息 す る こ と に つ き次 の 繊な記事が あ 凱  

　
“ Species   f ヱ）end ・roba ，enci，　a　coエ111110n　genus 　bf　L 〔暖lnbricid 劇o ，

．
　are ．　often 　found　und6r 七he

ド
b由11∠

匸
and 　in　th

’
o　wGod

』
of　i’ot・ting　trees ； 剖 nuipber 　of 丑1珍9α800彰辺

’
Sznd、

’
Pe・r・i・ott・yX （Megas

’
co −

　 lecidae）hftve　been　found　ill　 rot ちil19　wood ．　Other 、  onn 譜live　high ・ab φve 　tlie　ground　in

　　午 前 6時 30分，桐 の 幹 の 地 上約 2m の と こ ろ を活

　　濺 に匐 ひ下 る シ マ ミ ミ ズ 1匹 あ bl 割合 に 小 さ

　　き もの 【第 5 例）1

　第 4 回
一

同年 6 月 1 日

　　昨夜來降雨 。 午前 6 時 30 分 同 じ桐 の 地 上 2m

　　餘 の 處を活磯に匍ぴ 上 りつ つ あ る シ マ ミ ミ ズ 1

　　匹 あ り。體長約 ユOcm （第 6例）。
’

　以上 4 回 6 例 の 觀察を綜合す る に ， 何れ も夜賜降

雨 の あつ た翌朝で ，　 こ の 時桐の 樹幹 は よ く濕つ て 居

り，　 シ マ ミ ミ ズ は多 くは地 上 に 向つ て 匍ひ 下 りつ つ

あつ た。 雨の夜 に 匍 ぴ上 り夜明けと共 に 下 る もの と

思はれ る。 觀察時 に於ける ミ ミ ズ の 高さ は ．最高殆 ど

　　　
’．
恐 らくは幹 の 頂端近 く迄登 つ た もの もあ らう

N 工工
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　 the　axns ・f　the　leaves”oi
’
trees・ Thus ・遊 吻 傷鯉 b・置礪 subspecies μ 鰄 ・漁 receivbs 　its

’

　 subspeci 且c　 n ｝Lme 　froln　th均 peculiality；　si1nila・rly　lr6厘併 昭濯 a，rboricolna 　be七rays 　its　habitat

　by 　its　nan ユc ・　Al“）．（
一
：N）
−
D ・LJ．E

』
（
tO7

）　notes 　a　sirnilar　habita・t　for
’

君θ厂io7zy濯 excczvcLt
，
u．，g．　工 h島v百

　had　Perion・yx　derpi’e．gsu ．g　fr・ m 　the
’bases ・r　 the 　 leave60 正t・he　serew −pine　Cpc− −i｛lfm2L．s！and

　 pltint・ain10 ，15　tind
　20　feらt　i｛bove　the　ground ．　 A 　 numbcr 　of　specimens 　Of　inde七erminable

　 species 　 Qf 　l ’
ewi・o’i −ym　hthve　been　found 　coiled 　up 　oll　the　l1PPer 　 or え1nder　s…de　or　Ioa寸es 　in

　 dense　jungle，　where 　they 　fQrエned 　a 　co皿 pacも　gelatinous　n 〕n，ss ；
・・・・・・…　

，，

　之 に よれ ば，こ れ等 フ ト ミ ミ ズ科め各種に於て は ， 筆者 の シ マ ミ ミ ズ の 場合とは異 り， た

だ一時的の 木登 りなどで な く， 少 くと も或期聞そ こ に 定隹する もの の 如 く， 叉 そ こ に は何等

か生態的理 由が 存するか の 如 くで あ る。

〔C ｝ シ マ ミ ミ ズ で なされた木登 砂類似の 觀察

　1） 五 島清太郎博士 は明治26年 〔1893 〕の本誌 5 卷δ5號 に
tC

蚯 蚓能 く直立塀 を登 る
h

との題

下 に次 の 如 き觀察を記載きれ た。

　
“ ……去ル 三 日大雨後 ノ 朝 目醒 メ タ ル ト キ 余 ノ 宅地 中二普通 ナ ル J・’uonb ・rieu ，s’ノ ー

種 ガ垂直

塀 ノ 表面 ， 地面 ヨ リ凡 ソ ー間牛位 ノ 處 ヲ匍匐 セ ル ヲ 認 メ タ リ。依 テ 暫次此ヲ觀察 セ シ ニ 徐 ロ

ニ 省一尺許 ヴ昇 リ タル 後横 昌 向 ヒ 始 メ タ リ。此 ハ 恐 ラ ク ハ 塀 ノ 此 ヨ リ上 ノ 部分ガ軒 ノ爲 二 十

分濕 ヒ 居 ラ ザ リ シ ニ 因 リ シ ナ ラ ン 。横 二 向 ヒ タル 後術 ホ ニ 尺許水
2F ＝ 匍匐 シ タ ル ガ余 ノ 朝飯

中 二 何 レヘ カ 行 キ 去 り見 エ ズ ナ リ タ リ。　 （ご

・tr）77

　2 ） 徇ほ筆者 も桐 の 木 に 登 る もの の 觀察

中，板塀等に も登 る もの が無 い かを注意 して

居た 處，1 回だ け で はあ 為が 昭和 8 年 6 月ユ5

日，前夜霄雨 の あ つ た 朝 6 時孚頃，雨 に 濡れ

た板塀の 地上 1．5m の高 さの 所 を下 り來る も

の を觀察 した。

　結局 シ マ ミ ミ ズ の 木登 りは甚だ顯著な ， 又

それ程 に稀 で ない 事實で ある c こ の 行動 に 何

等かの 生態的な意義が 存す る か否か は不 明 で

あ る が ， ただ之 を趨性學的方面 の みか ら見て

も注 目 に 値す る もの と思 ふ。

　　II． シ マ ミミズ の 旋囘匍匐運動

　前 記 シ マ ミ ミ ズ の 木登 砂の 第 1例 を觀察 し

た略和 7年 3 月13日の 朝 8 時30分頃 ， 同 じ く

寓居 の 裏庭 ， 雨 に よ く濕 つ た地上 を匍ひ 廻つ

て ゐ る多數の シ マ ミ ミ ズ を眺め て ゐ る中， 岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 3 圖 旋囘遐動 を綾け て ゐ る シ v ミ ミ ズ （W ）と そ
らす もその 中の 1 匹 が頻 りに環状の進路 を と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の 匍ひ 跡 ， 蓮 動は A に 起 り B を 經 て C に 移 つ た

りつ つ ユ種 の 旋回蓮動 を績けて ゐ る の を見出　　（昭 和 7 年 3 月 13 目午 前 9 時 撮影 ）
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シ マ ミ ミ ズ Eisenia　foe．tida （S．“ ’
IC“

−
y ）で 觀察 した 異様 な る 行動 2 題 745

した．

　旋 回蓮動 は第 3 圃の
ttAI7

に 起 り
‘‘B ”

を經て
“

C ”

の 方 向に ， 之 を方 位で 言 へ ば大體北

か ら南に 向つ て 移 つ て 居 り， ミ ミ ズ は 今
“ W ”

の 位 置に あ る n 爾ほ旋 回 中， 同一の 環の 上 を

幾度 も反復匍 匐す る こ とが あ り， B 環の 如 きは 筆者の 觀察申 ， 數 回 に 亘 つ て 繰返 され た。

　 運動の 開始 された時刻 は何時頃で あ るか は 正 確に は 知る こ とが 出來ない が ，
ミ ミ ズ の 運 動

速 慶 と ， それ迄 に 暁に地 上 に 印 され て ゐ た匍ぴ 跡の 全長 とか ら推定 す る と， 發見時刻 の 約 1

時開前 卸ち午蔚 7 時乃 至 7 時 宇頃 で は ない か と考 へ られ る e

　両ほ旋回の 起點
‘‘

・N　
，’

の 附近 を注意 して 見た が ， 初 め は 正常の 運 動徑路 をと つ て ゐ た もの

が 突如 こ の 奇異 な る運動 に 移 つ た もの の 如 くに 見 えた。

　 こ の 運動 は筆者 の 發見後 1時闇 闢 始後恐 ら く 2 時闇以 上 ） を經た 9 時30分頃 ， 環が 多少

不規 則に なつ た とは言 へ
， 尚引續 き行 は れ て ゐ たが ， 以後は所用の ため に止 むな く觀察 を打

ち切 つ た．

　旋回の 方 向は経始
“
左an　b ｛1eft−lmnded ｝

”

で 一貫 して ゐ る。

　旋 回 の 環 の 直徑 は大 な る もの で は約 11．5［mi ，小 さな もの で は約 4．5cn1を測 り，相 當の 開 き

が あ るが ，全體 を通 覽す る と圖 に 見 える 様 に ，初 め小 さ く， 家第 に大 V・ きを増 し， 後再 び小

さ くなつ て ゐ る。 ミ ミ ズ の 體長は約 7．5cm
。

　 こ の 運 勳の 原因 は 明か で ない
。 しか した だ外 見上 か ら之 を見れ ば ， 或 る鱗翅 目幼蟲 に 於て

實驗的 に誘 起 きれ た行 動 に 彷彿た る もの が あ る
1）

c

　街 ほ その 後も注意 し て ゐ るが 同漾の 例に は まだ 一度 も遭 遇 しな い 。

　絡 りに 臨み ，大石實 氏、川端康成氏 に衷心 の 謝意 を表 し， 日頃御懇切な る抑助言 と御鞭撻

と を忝 うして ゐ る名古屋醫科大學教授輻 田邦 三先 生 に 對 し厚 く御禮 を巾し上 げ る g

1）　H ．sy ．− sffi
，
1。（1935 ｝Sしudies 　oll 　the　phot 董c　orientIltioll 　 ol 　 60 皿 e 工epi （lepterous　larvae．　Jour．

　 Co11．　 Agric．β （2）．
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